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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
工具用バッテリと電気機器とが一定方向に相対スライドする動作により、前記工具用バッ
テリと前記電気機器とが連結され、さらに前記工具用バッテリの端子と前記電気機器の端
子とが電気的に接続される構成の端子接続構造であって、
　前記工具用バッテリと前記電気機器とのいずれか一方の部材には、異なる役割の複数の
端子がスライド方向に並べられた状態で設けられており、
　前記工具用バッテリと前記電気機器とのいずれか他方の部材には、前記一方の部材の端
子に接続される少なくとも一つの端子が設けられており、
　前記工具用バッテリと前記電気機器との相対スライドにより、前記他方の部材に設けら
れた所定の端子が前記一方の部材に設けられた対応する所定の端子の位置まで到達する過
程で、前記他方の部材に設けられた所定の端子は前記一方の部材に設けられた別の端子の
位置を通過できるように構成されており、
　前記スライド方向に並べられた複数の端子のいずれか一つが充電電流を中継する端子で
あり、その他の端子が放電制御信号を中継する端子であることを特徴とする端子接続構造
。
【請求項２】
工具用バッテリと電気機器とが一定方向に相対スライドする動作により、前記工具用バッ
テリと前記電気機器とが連結され、さらに前記工具用バッテリの端子と前記電気機器の端
子とが電気的に接続される構成の端子接続構造であって、
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　前記工具用バッテリと前記電気機器とのいずれか一方の部材には、異なる役割の複数の
端子がスライド方向に並べられた状態で設けられており、
　前記工具用バッテリと前記電気機器とのいずれか他方の部材には、前記一方の部材の端
子に接続される少なくとも一つの端子が設けられており、
　前記工具用バッテリと前記電気機器との相対スライドにより、前記他方の部材に設けら
れた所定の端子が前記一方の部材に設けられた対応する所定の端子の位置まで到達する過
程で、前記他方の部材に設けられた所定の端子は前記一方の部材に設けられた別の端子の
位置を通過できるように構成されており、
　前記工具用バッテリと前記電気機器とのいずれか他方の部材における端子は、スライド
方向に平行な平板状に形成された雄端子であり、その雄端子のスライド方向両端が断面略
楔状に面取りされていることを特徴とする端子接続構造。
【請求項３】
請求項２に記載された端子接続構造であって、
　前記スライド方向に並べられた複数の端子のいずれか一つが工具用バッテリの識別信号
を中継する端子であることを特徴とする端子接続構造。
【請求項４】
請求項１から請求項３のいずれかに記載された端子接続構造であって、
　前記工具用バッテリと前記電気機器とのいずれか他方の部材には、前記一方の部材にお
ける複数の端子のいずれかに接続される一つの端子が設けられ、あるいは前記複数の端子
にそれぞれ接続される複数の端子がスライド方向に並べられた状態で設けられていること
を特徴とする端子接続構造。
【請求項５】
請求項１から請求項４のいずれかに記載された端子接続構造であって、
　前記工具用バッテリと前記電気機器とのいずれか一方の部材における端子は、前記他方
の部材の雄端子を両側から挟めるように形成された雌端子であり、その雌端子の開口端部
寸法が前記他方の部材の雄端子をガイドするスリット幅寸法よりも大きく設定されている
ことを特徴とする端子接続構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、工具用バッテリと電気機器とが一定方向に相対スライドする動作により、前
記工具用バッテリと前記電気機器とが連結され、さらに前記工具用バッテリの端子と前記
電気機器の端子とが電気的に接続される構成の端子接続構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　これに関する端子接続構造が特許文献１に記載されている。
　特許文献１に係る端子接続構造は、図１２に示すように、工具用バッテリ１００の端子
部と電動工具本体１１０の端子部との接続構造を表している。
　電動工具本体１１０の端子部は、右端側に設けられたマイナス雄端子１１１と左端側に
設けられたプラス雄端子１１２とを備えており、両端子１１１，１１２の間に信号用雄端
子１１５が設けられている。マイナス雄端子１１１とプラス雄端子１１２とは、工具用バ
ッテリ１００のスライド方向に延びる帯板状に形成されて、両端子１１１，１１２が等し
い長さ寸法に設定されている。信号用雄端子１１５は、マイナス雄端子１１１とプラス雄
端子１１２に平行な帯板状に形成されており、マイナス雄端子１１１等よりも短く設定さ
れている。
　工具用バッテリ１００の端子部は、右端側に設けられた二段式のマイナス雌端子１０１
ａ，１０１ｂと、左端側に設けられた二段式のプラス雌端子１０２ａ，１０２ｂとを備え
ている。そして、マイナス雌端子１０１ａ，１０１ｂとプラス雌端子１０２ａ，１０２ｂ
との間で、電動工具本体１１０の信号用雄端子１１５に対応する位置に一段式の信号雌端
子１０５が設けられている。
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　上記構成により、工具用バッテリ１００と電動工具本体１１０とが一定方向相対スライ
ドする動作により、その電動工具本体１１０の各々の雄端子１１１，１１２，１１５が工
具用バッテリ１００の各々の雌端子１０１ａ，１０１ｂ，１０２ａ，１０２ｂ，１０５に
それぞれ挿入されて、それぞれの端子が電気的に接続される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００１－０５７２０４号公報（特許３６９８２９６号）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記した端子接続構造では、例えば、電動工具本体１１０のマイナス雄端子１１１とプ
ラス雄端子１１２との間に信号用雄端子を増設する場合、現状のままではスペース的に余
裕がないため、マイナス雄端子１１１とプラス雄端子１１２との間隔を広げるのが一般的
である。このため、信号用雄端子の増設により電動工具本体１１０の端子部の幅寸法が大
きくなり、電動工具本体１１０のバッテリ連結部が大型化する。同様に、工具用バッテリ
１００の端子部の幅寸法も大きくなり、工具用バッテリ１００も大型化する。
【０００５】
　本発明は、上記問題点を解決するためになされたものであり、本発明が解決しようとす
る課題は、工具用バッテリと電気機器との幅寸法を増加させずに、端子を増設できるよう
にすることである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記した課題は、各請求項の発明によって解決される。
　請求項１の発明は、工具用バッテリと電気機器とが一定方向に相対スライドする動作に
より、前記工具用バッテリと前記電気機器とが連結され、さらに前記工具用バッテリの端
子と前記電気機器の端子とが電気的に接続される構成の端子接続構造であって、前記工具
用バッテリと前記電気機器とのいずれか一方の部材には、異なる役割の複数の端子がスラ
イド方向に並べられた状態で設けられており、前記工具用バッテリと前記電気機器とのい
ずれか他方の部材には、前記一方の部材の端子に接続される少なくとも一つの端子が設け
られており、前記工具用バッテリと前記電気機器との相対スライドにより、前記他方の部
材に設けられた所定の端子が前記一方の部材に設けられた対応する所定の端子の位置まで
到達する過程で、前記他方の部材に設けられた所定の端子は前記一方の部材に設けられた
別の端子の位置を通過できるように構成されており、前記スライド方向に並べられた複数
の端子のいずれか一つが充電電流を中継する端子であり、その他の端子が放電制御信号を
中継する端子であることを特徴とする。
　ここで、他方の部材に設けられた所定の端子が一方の部材に設けられた別の端子の位置
を通過するとは、相互に接触しながら通過する場合のみならず、非接触状態で通過する場
合も含むものとする。
【０００７】
　本発明によると、工具用バッテリ、電気機器において異なる役割の複数の端子をスライ
ド方向に並べることができる。このため、端子を増設する場合に、工具用バッテリ、及び
電気機器のスライド方向に対して直角方向の寸法、即ち、幅寸法を増加させる必要がない
。したがって、工具用バッテリと電気機器との幅寸法を増加させずに、異なる役割の端子
を増設できるようになる。
【０００８】
　請求項２の発明によると、工具用バッテリと電気機器とが一定方向に相対スライドする
動作により、前記工具用バッテリと前記電気機器とが連結され、さらに前記工具用バッテ
リの端子と前記電気機器の端子とが電気的に接続される構成の端子接続構造であって、前
記工具用バッテリと前記電気機器とのいずれか一方の部材には、異なる役割の複数の端子
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がスライド方向に並べられた状態で設けられており、前記工具用バッテリと前記電気機器
とのいずれか他方の部材には、前記一方の部材の端子に接続される少なくとも一つの端子
が設けられており、前記工具用バッテリと前記電気機器との相対スライドにより、前記他
方の部材に設けられた所定の端子が前記一方の部材に設けられた対応する所定の端子の位
置まで到達する過程で、前記他方の部材に設けられた所定の端子は前記一方の部材に設け
られた別の端子の位置を通過できるように構成されており、前記工具用バッテリと前記電
気機器とのいずれか他方の部材における端子は、スライド方向に平行な平板状に形成され
た雄端子であり、その雄端子のスライド方向両端が断面略楔状に面取りされていることを
特徴とする。
　このように、平板状に形成された雄端子のスライド方向両端が断面略楔状に面取りされ
ているため、前記雄端子がスライド過程で相手側の雌端子に挿抜され易くなる。
【０００９】
　請求項３の発明によると、スライド方向に並べられた複数の端子のいずれか一つが工具
用バッテリの識別信号を中継する端子であることを特徴とする。
　請求項４の発明によると、工具用バッテリと電気機器とのいずれか他方の部材には、一
方の部材における複数の端子のいずれかに接続される一つの端子が設けられ、あるいは前
記複数の端子にそれぞれ接続される複数の端子がスライド方向に並べられた状態で設けら
れていることを特徴とする。
【００１１】
　請求項５の発明によると、工具用バッテリと電気機器とのいずれか一方の部材における
端子は、前記他方の部材の雄端子を両側から挟めるように形成された雌端子であり、その
雌端子の開口端部寸法が前記他方の部材の雄端子をガイドするスリット幅寸法よりも大き
く設定されていることを特徴とする。
　このため、スリットによりガイドされた他方の部材の雄端子が確実に一方の部材の雌端
子に挿入されるようになる。

                                                                                
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によると、工具用バッテリと電気機器との幅寸法を増加させずに、端子を増設で
きるようになる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の実施形態１に係る工具用バッテリと電動工具本体との接続構造を表す電
気回路図（Ａ図）、工具用バッテリと充電器との接続構造を表す電気回路図（Ｂ図）であ
る。
【図２】前記電動工具本体のバッテリ連結部を下方から見た斜視図（Ａ図）、その電動工
具本体の信号用雄端子を表す平断面図（Ｂ図）である。
【図３】前記工具用バッテリと電動工具本体との接続過程を表す斜視図である。
【図４】前記工具用バッテリと電動工具本体との連結構造を表す縦断面図（図３のIV-IV
矢視断面図）である。
【図５】前記工具用バッテリの全体斜視図（Ａ図）、工具用バッテリの蓋部を外した状態
を表す斜視図（Ｂ図）である。
【図６】前記工具用バッテリの端子部を表す平面図（Ａ図）、Ａ図のＢ部拡大図（Ｂ）、
及び電動工具本体の信号用雄端子と工具用バッテリの充電用雌端子、放電制御用雌端子と
の接続過程を表す平面図（Ｃ図）である。
【図７】前記充電器の全体斜視図である。
【図８】変更例に係る工具用バッテリの全体斜視図（Ａ図）、その工具用バッテリと電動
工具本体との接続構造を表す電気回路図（Ｂ図）である。
【図９】変更例に係る工具用バッテリと電動工具本体との接続構造を表す電気回路図（Ａ
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図）、工具用バッテリと充電器との接続構造を表す電気回路図（Ｂ図）である。
【図１０】変更例に係る電動工具本体のバッテリ連結部を下方から見た斜視図（Ａ図）、
前記電動工具本体の温度入力雄端子、バッテリ種別雄端子と工具用バッテリの温度出力雌
端子、バッテリ種別雌端子との接続過程を表す平面図（Ｂ図）である。
【図１１】変更例に係る充電器の全体斜視図である。
【図１２】従来の工具用バッテリの端子部と電動工具本体の端子部とを表す斜視図である
。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
（実施形態１）
　以下、図１から図１１に基づいて、本発明の実施形態１に係る端子接続構造の説明を行
なう。本実施形態に係る端子接続構造は、工具用バッテリの端子部と電動工具本体の端子
部との端子接続構造、及び工具用バッテリの端子部と充電器の端子部との端子接続構造で
ある。
　ここで、図中の前後左右及び上下は、電動工具本体の前後左右及び上下に対応している
。
【００１５】
＜電動工具本体１０の概要について＞
　電動工具本体１０のハウジング１１は、図３に示すように、モータＭ（図１参照）等を
収納する筒状のハウジング本体部１２と、そのハウジング本体部１２の下部から突出する
ように形成されたグリップ部１５とから構成されている。そして、前記グリップ部１５の
上端位置（基端部）に、トリガ形式のスイッチレバー１３が設けられている。また、グリ
ップ部１５の下端部（先端部）には、工具用バッテリ３０が連結されるバッテリ連結部１
７が設けられている。
　バッテリ連結部１７は、図３に示すように、工具用バッテリ３０に対して後から前にス
ライドする動作により、その工具用バッテリ３０に連結されるように構成されている。
【００１６】
＜電動工具本体１０のバッテリ連結部１７について＞
　電動工具本体１０のバッテリ連結部１７は、図２（Ａ）に示すように、下側と前側とが
開放された略角形のキャップ状に形成されている。そして、バッテリ連結部１７の左右下
端部の位置に、図２、図４に示すように、工具用バッテリ３０のスライド方向（前後方向
）に延びるレール状の突条部１８がバッテリ連結部１７の内壁面から幅方向内側に突出す
るように形成されている。そして、左右の突条部１８の上側に、図４に示すように、それ
らの突条部１８に沿って前後方向に延びる角溝１８ｍが形成されている。前記角溝１８ｍ
には、後記するように、工具用バッテリ３０のスライドレール３６の横方向突条部３６ｔ
が嵌合するようになっている。
【００１７】
　バッテリ連結部１７の裏側中央位置には、図２（Ａ）に示すように、電動工具本体１０
の端子部２０が設けられている。端子部２０は、電動工具本体１０のモータ駆動回路（図
１（Ａ）参照）のプラス雄端子２３ｐ、マイナス雄端子２３ｎ、及び信号用雄端子２３ｓ
をバッテリ連結部１７の下端面１７ｆの所定位置に固定するため部材である。端子部２０
は、バッテリ連結部１７の下端面１７ｆに固定される平板部２１を備えており、その平板
部２１の下面にプラス雄端子２３ｐ、マイナス雄端子２３ｎ、及び信号用雄端子２３ｓが
露出した状態で固定されている。プラス雄端子２３ｐ、マイナス雄端子２３ｎは、平板部
２１の左右端の位置で工具用バッテリ３０のスライド方向に延びるように帯板状に形成さ
れており、前記平板部２１の下面に対してほぼ直角に立てられている。そして、プラス雄
端子２３ｐ、マイナス雄端子２３ｎが等しい長さ寸法に設定されている。信号用雄端子２
３ｓは、マイナス雄端子２３ｎとプラス雄端子２３ｐに平行な板状に形成されており、マ
イナス雄端子２３ｎとプラス雄端子２３ｐ間の所定位置に配置されている。信号用雄端子
２３ｓは、図２（Ｂ）に示すように、スライド方向両側が断面略楔状に面取りされている
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。
　電動工具本体１０の端子部２０のプラス雄端子２３ｐは、図１（Ａ）に示すように、前
記モータ駆動回路のプラス線ＰによってモータＭの駆動用のスイッチレバー１３に接続さ
れており、マイナス雄端子２３ｎは前記モータ駆動回路のマイナス線ＮによってモータＭ
の制御用のＦＥＴに接続されている。また、信号用雄端子２３ｓは信号線ＳによってＦＥ
Ｔのオンオフ制御端子に接続されている。
【００１８】
＜工具用バッテリ３０について＞
　工具用バッテリ３０は、図５（Ｂ）に示すように、複数個のセル３１を収納する上部開
放型のケース本体部３２と、そのケース本体部３２の開口３２ｈを塞ぐ蓋部３４とを備え
ている。ケース本体部３２と蓋部３４とは平面略角形に形成されており、そのケース本体
部３２に対して蓋部３４が周方向に複数箇所でネジ止めされるように構成されている。
　前記工具用バッテリ３０の蓋部３４の上面には、図５（Ａ）に示すように、その左右両
側に電動工具本体１０との連結に使用されるスライドレール３６が前後方向に延びるよう
に形成されている。左右のスライドレール３６は、レール本体部３６ｍと、そのレール本
体部３６ｍの上側面から幅方向外側に一定寸法だけ突出する横方向突条部３６ｔとから構
成されている。そして、左右の横方向突条部３６ｔが、図４に示すように、電動工具本体
１０のバッテリ連結部１７に形成された左右の角溝１８ｍに嵌合可能なように構成されて
いる。また、左右のスライドレール３６の基端部位置（前端位置）には、図５（Ａ）に示
すように、ストッパ部３６ｕが形成されている。
【００１９】
　工具用バッテリ３０の蓋部３４の上面前部には、左右のスライドレール３６の間に、電
動工具本体１０のプラス雄端子２３ｐ、マイナス雄端子２３ｎ、及び信号用雄端子２３ｓ
がスライド過程でそれぞれ後方から挿入可能に構成された左案内スリット３７、右案内ス
リット３８、及び中間案内スリット３９が前記スライドレール３６と平行に形成されてい
る。そして、左案内スリット３７の内側に工具用バッテリ３０のプラス雌端子４３（図５
（Ｂ）参照）が配置されており、右案内スリット３８の内側に工具用バッテリ３０のマイ
ナス雌端子４４が配置されている。また、中間案内スリット３９の内側に充電用雌端子４
５と放電制御用雌端子４６がスライド方向に並べられた状態で配置されている。即ち、中
間案内スリット３９の後端側（入口側）の充電用雌端子４５、その充電用雌端子４５より
も前側（中間案内スリット３９の奥側）に放電制御用雌端子４６が配置されている。
　工具用バッテリ３０のプラス雌端子４３、マイナス雌端子４４、充電用雌端子４５及び
放電制御用雌端子４６は、図５（Ａ）、図６等に示すように、工具用バッテリ３０の端子
部４０に固定されている。端子部４０は、蓋部３４の内側で各々の雌端子４３，４４，４
５，４６を所定位置に配置するための部材である。端子部４０は、平板部４１を備えてお
り、その平板部４１の上面にプラス雌端子４３、マイナス雌端子４４、充電用雌端子４５
及び放電制御用雌端子４６が設置されている。
【００２０】
　プラス雌端子４３、マイナス雌端子４４は等しい構成であり、電動工具本体１０のプラ
ス雄端子２３ｐ、マイナス雄端子２３ｎをそれぞれ厚み方向両側からバネ力で挟むことに
より、それらの雄端子２３ｐ，２３ｎに接続されるように構成されている。即ち、プラス
雌端子４３は、スライド方向に並べられた第一挟持部４３ａと第二挟持部４３ｂとを備え
ており、第一挟持部４３ａと第二挟持部４３ｂとが板バネ状の導体により構成されている
。ここで、第一挟持部４３ａと第二挟持部４３ｂとが電気的に導通した状態に保持されて
いる。そして、電動工具本体１０のプラス雄端子２３ｐがスライド過程で工具用バッテリ
３０の左案内スリット３７にガイドされてプラス雌端子４３の第一挟持部４３ａと第二挟
持部４３ｂとに挿入されることで、電動工具本体１０のプラス雄端子２３ｐと工具用バッ
テリ３０のプラス雌端子４３とが電気的に接続される。
　なお、マイナス雌端子４４は、プラス雌端子４３と等しい構成であるため説明を省略す
る。
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　工具用バッテリ３０のプラス雌端子４３は、図１（Ａ）に示すように、プラス線Ｐを介
してセル３１のプラス電極に接続されている。また、マイナス雌端子４４は、マイナス線
Ｎを介してセル３１のマイナス電極に接続されている。
【００２１】
　工具用バッテリ３０の充電用雌端子４５は、図１（Ｂ）に示すように、後記する充電器
５０のプラス雄端子５５が接続される端子であり、回路開閉部４７、プラス線Ｐを介して
セル３１のプラス電極に接続されている。工具用バッテリ３０の放電制御用雌端子４６は
、図１（Ａ）に示すように、電動工具本体１０の信号用雄端子２３ｓが接続される端子で
あり、信号線Ｓを介してＣＰＵの放電制御用出力端子に接続されている。これにより、例
えば、工具用バッテリ３０の過放電時にＣＰＵの放電制御用出力端子から放電停止信号が
出力されることで、電動工具本体１０のＦＥＴがオフ動作してモータＭが停止される。
　充電用雌端子４５と放電制御用雌端子４６は、等しい構成で、図６に示すように、スラ
イド方向（前後方向）において対称に設けられている。
　放電制御用雌端子４６は、図６（Ｂ）等に示すように、電動工具本体１０の信号用雄端
子２３ｓを厚み方向両側（左右方向）から挟む左端子片４６ａと右端子片４６ｂとから構
成されている。左端子片４６ａと右端子片４６ｂとは板バネ状の導体により構成されてお
り、左端子片４６ａと右端子片４６ｂとの間隔が前端側と後端側とで広く、後端寄りの途
中位置４６ｃで最も狭くなるように構成されている。そして、前記途中位置４６ｃ、及び
その近傍で電動工具本体１０の信号用雄端子２３ｓが挟まれるように構成されている。ま
た、放電制御用雌端子４６の前端側と後端側との間隔寸法は、中間案内スリット３９のス
リット幅寸法よりも大きく設定されている。
【００２２】
　充電用雌端子４５は、上記した放電制御用雌端子４６と等しい構成であり、スライド過
程で、図６（Ｃ）に示すように、電動工具本体１０の信号用雄端子２３ｓが充電用雌端子
４５の左端子片４５ａと右端子片４５ｂとの間を摺動状態で通過できるように構成されて
いる。このため、スライド過程で電動工具本体１０の信号用雄端子２３ｓは中間案内スリ
ット３９にガイドされて充電用雌端子４５を通過した後、放電制御用雌端子４６の位置ま
で導かれるようになる。
　ここで、電動工具本体１０の信号用雄端子２３ｓは、図６（Ｃ）に示すように、スライ
ド方向両端が断面略楔状に面取りされているため、挿入時に充電用雌端子４５をスムーズ
に通過して放電制御用雌端子４６に挿入されるようになる。また、電動工具本体１０の信
号用雄端子２３ｓを放電制御用雌端子４６から抜く際にもスムーズに充電用雌端子４５を
通過できるようになる。
【００２３】
＜充電器５０について＞
　充電器５０は、図７に示すように、ハウジング５１の左側にバッテリ連結部５２が設け
られている。バッテリ連結部５２には、左右両側位置に前後方向に延びるガイド壁部５６
が設けられており、左右のガイド壁部５６の対向する側壁の上端位置に幅方向内側に突出
するレール状の突条部５６ｔが形成されている。即ち、突条部５６ｔの下側には、窪み部
５６ｍが形成されている。そして、充電器５０の左右の窪み部５６ｍに対して工具用バッ
テリ３０の横方向突条部３６ｔが嵌合可能なように構成されている。
　また、充電器５０のバッテリ連結部５２には、左右の突条部５６ｔの間にマイナス雄端
子５４とプラス雄端子５５とが工具用バッテリ３０の右案内スリット３８と中間案内スリ
ット３９とに対応する位置に設けられている。充電器５０のマイナス雄端子５４は電動工
具本体１０のマイナス雄端子２３ｎとほぼ等しい構成である。また、充電器５０のプラス
雄端子５５は電動工具本体１０の信号用雄端子２３ｓとほぼ等しい構成で、工具用バッテ
リ３０の充電用雌端子４５に接続される位置に配置されている。
　ここで、充電器５０のプラス雄端子５５は、図１（Ｂ）に示すように、プラス線Ｐによ
り直流電源５３のプラス端子に接続されており、マイナス雄端子５４はマイナス線Ｎによ
り直流電源５３のマイナス端子に接続されている。
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【００２４】
＜工具用バッテリ３０と電動工具本体１０との連結動作について＞
　工具用バッテリ３０と電動工具本体１０とを連結させるには、図３、図４に示すように
、工具用バッテリ３０の左右のスライドレール３６に形成された横方向突条部３６ｔに対
して電動工具本体１０のバッテリ連結部１７に設けられた角溝１８ｍの前端部を嵌合させ
る。次に、前記嵌合状態を保持したままで、電動工具本体１０を工具用バッテリ３０に対
して前方にスライドさせる。これにより、電動工具本体１０と工具用バッテリ３０とが連
結される。さらに、スライド過程で電動工具本体１０のプラス雄端子２３ｐ、マイナス雄
端子２３ｎ、及び信号用雄端子２３ｓがそれぞれ工具用バッテリ３０の左案内スリット３
７、右案内スリット３８、及び中間案内スリット３９に挿入される。そして、電動工具本
体１０のプラス雄端子２３ｐ、マイナス雄端子２３ｎがそれぞれ工具用バッテリ３０の左
案内スリット３７、右案内スリット３８にガイドされてプラス雌端子４３、マイナス雌端
子４４に挿入される。また、電動工具本体１０の信号用雄端子２３ｓが中間案内スリット
３９にガイドされて充電用雌端子４５を摺動状態で通過し、放電制御用雌端子４６に挿入
される。そして、工具用バッテリ３０に対する電動工具本体１０の前方スライドが完了し
た段階で、電動工具本体１０と工具用バッテリ３０とが連結が完了するとともに、図１（
Ａ）に示すように、電動工具本体１０のプラス雄端子２３ｐ、マイナス雄端子２３ｎ、及
び信号用雄端子２３ｓがそれぞれ工具用バッテリ３０のプラス雌端子４３、マイナス雌端
子４４、及び放電制御用雌端子４６に接続される。
【００２５】
＜工具用バッテリ３０と充電器５０との連結動作について＞
　工具用バッテリ３０を充電器５０に連結させる場合には、工具用バッテリ３０を上下逆
転させた状態で、その工具用バッテリ３０の左右のスライドレール３６に形成された横方
向突条部３６ｔを充電器５０の左右の窪み部５６ｍに対して前方から嵌合させる。次に、
前記嵌合状態を保持したままで、工具用バッテリ３０を充電器５０に対し、図７において
後方にスライドさせる。これにより、工具用バッテリ３０と充電器５０とが連結される。
さらに、スライド過程で充電器５０のマイナス雄端子５４が工具用バッテリ３０の右案内
スリット３８に挿入され、充電器５０のプラス雄端子５５が工具用バッテリ３０の中間案
内スリット３９に挿入される。そして、スライド完了時に、図１（Ｂ）に示すように、充
電器５０のマイナス雄端子５４が工具用バッテリ３０のマイナス雌端子４４に接続され、
充電器５０のプラス雄端子５５が工具用バッテリ３０の充電用雌端子４５に接続されるよ
うになる。
　即ち、工具用バッテリ３０が本発明の一方の部材に相当し、前記充電器５０及び電動工
具本体１０が本発明の電気機器及び他方の部材に相当する。
【００２６】
＜本実施形態に係る端子接続構造の長所について＞
　本実施形態に係る端子接続構造によると、工具用バッテリ３０において異なる役割の複
数の端子（充電用雌端子４５、放電制御用雌端子４６）をスライド方向に並べることがで
きる。このため、端子を増設する場合に、工具用バッテリ３０のスライド方向に対して直
角方向の寸法、即ち、幅寸法を増加させる必要がない。したがって、工具用バッテリ３０
の幅寸法を増加させずに、端子を増設できるようになる。
　また、工具用バッテリ３０の幅寸法が増加しないため、その工具用バッテリ３０が接続
される電動工具本体１０及び充電器５０のバッテリ連結部の幅寸法も増加することがない
。
　また、電動工具本体１０の信号用雄端子２３ｓは、スライド方向に平行な平板状に形成
された雄端子であり、その雄端子のスライド方向両端が断面略楔状に面取りされている。
このため、信号用雄端子２３ｓがスライド過程で工具用バッテリ３０の充電用雌端子４５
、放電制御用雌端子４６に挿抜され易くなる。
【００２７】
＜変更例＞
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　ここで、本発明は上記実施形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない
範囲における変更が可能である。例えば、本実施形態では、電動工具本体１０側に雄端子
２３ｐ，２３ｎを設け、工具用バッテリ３０側に雌端子４３，４４を設ける例を示した。
しかし、図８（Ａ）（Ｂ）に示すように、電圧が高い側の端子である工具用バッテリ３０
のプラス端子４３を雄端子にし、電圧が低い側の端子である電動工具本体１０のプラス端
子２３ｐを雌端子にしても良い。このように、電圧が高く、温度が上昇し易い方の端子が
平板状の雄端子となるため、放熱性に優れ、端子の温度上昇を抑えることができる。
　また、本実施形態では、工具用バッテリ３０に充電用雌端子４５と放電制御用雌端子４
６をスライド方向に並べて配置し、充電用雌端子４５に充電器５０のプラス雄端子５５を
接続し、放電制御用雌端子４６に電動工具本体１０の信号用雄端子２３ｓを接続する例を
示した。しかし、図９（Ａ）（Ｂ）に示すように、温度出力雌端子６２とバッテリ種別雌
端子６３とを備える工具バッテリ６０において、温度出力雌端子６２とバッテリ種別雌端
子６３とをスライド方向に並べて配置することも可能である。ここで、温度出力雌端子６
２はセル温度を検出する温度計６２ｔに接続されており、バッテリ種別雌端子６３はバッ
テリ種別を表す抵抗６３ｒに接続されている。
【００２８】
　前記工具バッテリ６０が連結される電動工具本体７０には、図９（Ａ）、図１０（Ａ）
に示すように、その工具用バッテリ３０の温度出力雌端子６２とバッテリ種別雌端子６３
とに対応する温度入力雄端子７２とバッテリ種別雌端子７３とがスライド方向に並べられ
た状態で設けられている。そして、スライド過程で、図１０（Ｂ）に示すように、電動工
具本体７０の温度入力雄端子７２とバッテリ種別雌端子７３とが工具バッテリ６０の温度
出力雌端子６２とバッテリ種別雌端子６３とにそれぞれ接続されるようになる。
　同様に、前記工具バッテリ６０が連結される充電器８０には、図９（Ｂ）、図１１に示
すように、その工具用バッテリ３０の温度出力雌端子６２とバッテリ種別雌端子６３とに
対応する温度入力雄端子８２とバッテリ種別雌端子８３とがスライド方向に並べられた状
態で設けられている。そして、スライド過程で充電器８０の温度入力雄端子８２とバッテ
リ種別雌端子８３とが工具バッテリ６０の温度出力雌端子６２とバッテリ種別雌端子６３
とにそれぞれ接続されるようになる。
【００２９】
　また、図９（Ａ）（Ｂ）に示すように、制御電圧出力雌端子６５と制御電圧入力雌端子
６６とを備える工具バッテリ６０の場合に、制御電圧出力雌端子６５と制御電圧入力雌端
子６６とをスライド方向に並べて配置することが可能である。この場合、制御電圧出力雌
端子６５に電動工具本体７０の制御電圧入力雄端子７５が接続され、制御電圧入力雌端子
６６に充電器８０の制御電圧出力雄端子８６が接続されるようになる。
　また、図９（Ａ）（Ｂ）に示すように、過放電出力雌端子６８と過充電出力雌端子６９
とを備える工具バッテリ６０の場合に、過放電出力雌端子６８と過充電出力雌端子６９と
をスライド方向に並べて配置することが可能である。この場合、過放電出力雌端子６８に
電動工具本体７０の過放電入力雄端子７８が接続され、過充電出力雌端子６９に充電器８
０の過充電入力雄端子８９が接続されるようになる。
【００３０】
　また、本実施形態では、所定の雄端子を所定の雌端子に接続する過程でその所定の雄端
子が別の雌端子に接触しながらその雌端子を通過する例を示した。しかし、スライド方向
に並べられた所定の雌端子と別の雌端子との高さを変えて、所定の雄端子が非接触で別の
雌端子の位置を通過できるようにすることも可能である。
　また、本実施形態では、電気機器の例として電動工具本体１０，７０と充電器５０，８
０とを例示したが、電気機器としてバッテリチェッカ等を使用することも可能である。
【符号の説明】
【００３１】
１０，７０・・電動工具本体（電気機器、他方の部材）
２３ｐ・・・・プラス雄端子
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２３ｎ・・・・マイナス雄端子
２３ｓ・・・・信号用雄端子
３０，６０・・工具用バッテリ（一方の部材）
４３・・・・・プラス雌端子
４４・・・・・マイナス雌端子
４５・・・・・充電用雌端子
４６・・・・・放電制御用雌端子
５０，８０・・充電器（電気機器、他方の部材）
５４・・・・・マイナス雄端子
５５・・・・・プラス雄端子
                                                                                

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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